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第４次府中市生涯学習推進計画の基本理念と基本目標の検討について 

 

1 審議会における基本理念と基本目標の検討プロセスについて 

審議会における検討プロセスを以下に示します。 

計３回の審議会（第５～7回）の議論を経て、基本理念・基本目標を概ね固めます。 

 

ステップ 1（第５回） 検討すべき方向性のポイントを共有 

⇒主要課題の整理（資料 10）、これまでの取組の振り返り、基本理念・基本目標の建付けの検討 

ステップ2（第６回） 主要課題の整理（続き）、計画課題を共有する、計画の根幹となる考え方の整理、計画に位置付ける時

代に対応したキーワード 

ステップ3（第７回） ステップ 1～2を踏まえ素案（たたき台）をもとに基本理念・基本目標・基本施策・重点事項を協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 1 検討すべき方向性のポイントを共有する                                  
 

■主要課題の整理 －生涯学習における計画課題から見える次期計画の方向性 ⇒（資料 10 参照）                

○生涯学習をめぐる動向 （ウェルビーイング・ユネスコベレン行動枠組み・人生 100年時代の到来など） 

○府中市と生涯学習の現況 （７次総：人と文化が磨かれるまち・生涯学習活動を担う人材の高齢化など） 

○施策・事業の進捗状況 （事業・施策の効果的な連携ネットワーク／より多くの市民へのアプローチなど） 

○現計画の重点施策 （新たな参加を促すための学習環境は形成されたか／生涯学習と地域還元をつな

げる事業は推進されたか／生涯学習の広報の強化により、どのように効果が顕れているか など） 

○市民意向（市民アンケート調査・若者Ｗｅｂアンケート調査結果（現在集計・分析中）／生涯学習団体ヒアリ

ング結果（現在とりまとめ中）） 

■これまでの取組を振り返る ―市の生涯学習がこれまで培ってきたストーリー・思いを大切にする  

○市民・審議会・市がどのように今の生涯学習環境をつくりあげてきたか－生涯学習・市民活動の伝統 

○計画に通じる理念－ 「学び返し」「市民協働」「学びのコミュニティ」 

 

■基本理念・基本目標の建付けの検討                                                     

○第３次生涯学習推進計画の建付けを踏まえ、第４次生涯学習推進計画の構成を検討する 

－第３次計画では、６次総の基本目標を「基本理念」として設定し、計画の「基本目標」を設定。 

⇒第４次計画では、７次総の基本目標を「基本理念」とし、計画の「基本目標」は生涯学習が目指す姿を

位置づける。 

○新たな基本理念を検討する 

－基本理念と基本目標を統合し、総合計画の枠にとらわれず、本計画らしい「基本理念」を検討する。  

ステップ１（第５回）

•検討すべき方向性のポイントを
共有

•ー主要課題の整理

•ーこれまでの取組を振り返る

•ー基本理念・基本目標の建付け
の検討

ステップ2（第6回）

•主要課題の整理（続き）

•計画課題の共有（重点課題）

•計画の根幹となる考え方の整
理

•計画に位置づける時代に対応
したキーワードの共有

ステップ3(第7回)

•ステップ1～2からたたき台を
もとに協議

•基本理念・基本目標の議論

•基本施策・重点事項等の議論

資料１１ 
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■これまでの取組を振り返る ―市の生涯学習がこれまで培ってきたストーリー・思いを大切にする  

・第 1次計画では、生涯学習センターを中心に、市全体を市民カレッジと見立てて生涯学習を推進。 

・第 1期提言（生涯学習審議会）では、先駆的取組となった「学び返し」の考え方が示される。 

・第 11期提言 拠点の役割⇒「多様な学びのコミュニティ」を促進するための「ハブ」と「コンシェルジュ」 

 

〇主要キーワード 学び返し/地域教育力/市民協働/ハブとコンシェルジュ/多様な学びのコミュニティ 

キーワード：子どもへの学び返し 学び返しの実現方策 学び返しの体制づくり 学び合う学び返し 新な学び返しの展開 
地域教育力の向上  地域人材の活用 地域がともに育つ 地域に返す おせっかい精神 

家庭教育支援 地域・家庭から 社会教育関連団体 人を育てる 人がつながる ハブとコンシェルジュ   
 

■市の生涯学習の経緯 

昭和５８年 「府中市総合計画(基本計画)」⇒「生涯教育の推進」を位置づけ 

昭和６０年 「府中市生涯教育検討協議会」を設置 

平成５年  「生涯学習センター開館」 

平成１１年 「府中市生涯学習推進計画〜市民カレッジの展開にむけて〜」市全体をカレッジに見立て 

平成１５年 「府中市社会教育委員会議」、「府中市公民館運営審議会」及び「府中市生涯学習推進協議会」の機能を統合し、

公募市民や有識者などからなる、「府中市生涯学習審議会」設置 

平成２１年 「第２次府中市生涯学習推進計画」⇒「学び返し」を通した地域教育力の向上 

平成３１年 「第３次府中市生涯学習推進計画」⇒「みんなが学び地域に返す人と地域がともに育つ「学び返し」のまち 

 

□生涯学習審議会 答申の流れ 

•第１期提言『「学び返し」の中から豊かな生涯学習を』（Ｈ17年３月） 

•第２期中間答申『地域教育力を高めるための新しい生涯学習について』（Ｈ18年３月） 

•第２期答申『「学び返し」を通した地域教育力の向上〜府中市生涯学習推進計画（第２次）策定にむけての見直しへの提言』

（Ｈ19年３月） 

•第３期答申『未来を託す子どもたちへ今こそ「学び返し」の実践を〜地域・家庭からの第一歩』（Ｈ21年２月） 

•第４期中間答申『第２次生涯学習推進計画の具体化に向けて（１）「学び返し」を実現するために』（Ｈ22年３月） 

•第４期答申『「学び返し」の体制づくり〜「おせっかい精神」の再発見〜』（Ｈ23年３月） 

•第５期答申『「学び合い教え合う「学び返し」〜市民と行政の新たな協働を目指して〜』（Ｈ25年３月） 

•第６期答申『市民協働で生涯学習の充実を〜「学び返し」で人がつながり 人を育てる〜』（Ｈ27年３月） 

•第７期答申『地域の教育力を活用した家庭教育支援のあり方 

活動を支援すべき社会教育関係団体の定義及び当該団体に行う支援のあり方』（Ｈ29年３月） 

・第８期答申『府中市生涯学習推進計画(第３次)～みんなが学び地域に返す人と地域がともに育つ「学び返し」のまち』 

（Ｈ30年 10月） 

・第９期答申『第３次府中市生涯学習推進計画の具体化について～新たな「学び返し」の展開を目指して』（Ｒ3年3月） 

・第１０期答申「地域人材の活用に繋がる府中市生涯学習センターに求められる機能について」（Ｒ5年 3月） 

・第１１期答申『これからの生涯学習を支える「公共」の役割について～生涯学習センターのあるべき姿を中心に』（R7年 2月） 

 第 11 期答申(公共の役割について) 抜粋 

・生涯学習の拠点が担うべき役割 ⇒市全体の「多様な学びのコミュニティ」を促進するための「ハブ」と「コンシェルジュ」 

・生涯学習を支える「公共の役割」は生涯学習の多様な実践が持続していく環境を維持すること 

・多様な市民による主体的な学習活動が「学びのコミュニティ」となって展開されていくことが持続可能性の鍵 
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■基本理念・基本目標の建付けの検討                                               

・①第３次生涯学習推進計画を踏まえ、第４次生涯学習の構成を検討。（基本理念＋基本目標） 

・②本計画らしい新たな基本理念を検討。（基本理念に統合） 

 

■第３次生涯学習推進計画の構成 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

■第４次生涯学習推進計画の構成イメージ（仮） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

第６次府中市総合計画の基本理念・目標 第３次府中市生涯学習推進計画の基本目標 

パターン① 基本理念 

 

 
 

 

第７次府中市総合計画の 

基本目標を基本理念とする 

 
 

 

パターン① 

第４次府中市生涯学習推進計画の基本目標 

施
策
の
体
系 

3-1 基本理念 3-2基本目標 3-3体系 

パターン② 基本理念のみ（基本理念と基本目標を統合） 

《基本目標》  

例 1：みんなで創る 多様な学びのコミュニティ 

例２：学び返しで つながる地域 広がる未来 

基本理念 基本目標 

《基本施策》 

基本施策 1 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

基本施策2 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

基本施策3 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

… 

 

 

 

 施策の 

体系 

施
策
の
体
系 

※各基本施策に重点施策 

重
点
項
目 

多様性を認め合い 

人と文化が磨かれるまち  

ｏｒ 

例えば… 

基本理念 

例えば… 多様性のある学びで 人と地域が磨かれるまち など 

検
討
部
分 

パターン① 

パターン② 
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■計画の方向性の構成比較 

計
画 

基本理念 基本目標 

第
３
次 

「人とコミュニティをはぐくむ文化のまち」 

・全体が総合計画における生涯学習の位置づけに

ついての記載。市民協働を強く意識するとしてい

る。 

「みんなが学び 地域に返す 人と地域がともに育

つ 「学び返し」のまち 府中」 

・基本目標は実質的に基本理念に近い内容で示されている。 

【基本施策】※次回以降 

・基本施策は基本目標に近い内容で 1～３の３部構成。 

第
４
次 

 

パターン①  

「多様性を認め合い 人と文化が磨かれる

まち」 

・７次総の基本目標を「基本理念」とする。 

 

パターン①  

例えば… 

例１：「みんなで創る 多様な学びのコミュニティ」 

例２：「学び返しで つながる地域 広がる未来」 

・基本目標は第４次の期間に実現すべき目標としての意識を

明確に強く打ち出す。 

【基本施策】※次回以降 

・基本施策の体系は第３次計画を踏まえ再構成する。 

・重点項目を現計画に基づき基本施策ごとに位置付けるか、

施策横断的に位置づけるか、を検討。 

パターン② 

例えば…「多様性のある学びで 人と地域が磨かれるまち」 （例：「学び」と「地域」で再構成） 

・基本理念と基本目標を統合し、総合計画の枠にとらわれず、本計画らしい「基本理念」を検討する。 

（基本理念＝基本目標＝計画による目指す姿） 

 
 

参考：第２次府中市文化芸術推進計画（案）の基本理念 ⇒ 多様性を尊重しあい、人と文化が響き合うまち 


